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(公益財団法人) 日本医療総合研究所ニューズレター 第 5号 

 
医療動向モニタリング小委員会作成（2018 年 5 月 18 日） 

 
■地域医療構想――調整会議の強化、病院再編統合へ誘導  

厚生労働省の「医療計画の見直し等に関する検討会」の「地域医療構想に関するワーキンググルー

プ」が 5月 16 日に開かれた。厚労省は、地域医療構想調整会議の体制の充実・強化に向けた方策とし

て、▽地元に密着した「地域医療構想アドバイザー」の育成▽都道府県単位の地域医療構想調整会議の

設置▽都道府県主催研修会の開催支援――について提案した。６月にも都道府県に対して通知等を出す

予定だ。 

地域医療構想調整会議の体制強化 

 

地域医療構想調整会議の事務局を補完する「地域医療構想アドバイザー」は、その選定要件として、 

▽地域医療構想や医療計画などの制度を理解▽医療政策、病院経営に関する知見を有する▽各種統計、

病床機能報告などに基づくアセスメントができることを挙げている。都道府県は選定要件を参考に、都

道府県医師会と協議して選ぶことになる。 

 厚労省は「地域医療構想アドバイザー組織（仮称）」を新たに設置する。地域医療構想調整会議に出

席し、地域医療構想の進め方などの議論に参加するほか、地域医療構想アドバイザーへの助言を行う。 

また、地域医療構想調整会議は、地域医療構想区域単位で設置しているが、都道府県単位で設置して

いるところもある。今後、構想区域間での情報の共有や、構想区域を越えた調整が必要な課題の議論を

行うために、都道府県単位でも設置するとしている。 

 

  

出所:「地域医療構想に関するワーキンググループ」2018 年 5 月 16 日資料 

 



 

2 
 

 

公立・公的病院等の再編・統廃合へ誘導 

厚労省の報告によると、全国の 341 の地域医療構想区域のうち、公立・公的病院等の再編・統廃合の

議論が進んでいるのは 24 構想区域となっている。各構想区域では、公立病院は「新公立病院改革プラ

ン」、公的病院等は「公的医療機関等 2025 プラン」をそれぞれ策定し、地域医療構想調整会議で協議

することになっている。厚労省は今年度、構想区域ごとに取り組み状況を分析し、好事例の「見える

化」を行うなどして、再編・統廃合へ誘導していく考えだ。                        

また、非稼働病棟を持つ医療機関がある構想区域は 285 区域で 1158 施設となっている。このうち 66

構想区域で非稼働病棟の対応について議論を開始している。厚労省は、都道府県に対し、病床がすべて

稼働していない病棟がある医療機関を確認したときは、地域医療構想調整会議へ当該医療機関を出席さ

せ、非稼働となった理由などを説明させるよう求めている。 

 



 

3 
 

  

 

出所:「地域医療構想に関するワーキンググループ」2018 年 5 月 16 日資料 

（文責:医療動向モニタリング小委員会委員 寺尾正之) 


